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ピ
ッ
ク
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算
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
中
の
3月
5日
、幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
和
木
幼
稚
園
年
中
組
）
が

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

 
パ
レ
ー
ド
後
、
JX
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
及
び
三
井
化
学
㈱
自
衛
消
防
隊
の
大
型
特
殊
消
防
車
両
に

乗
せ
て
も
ら
い
、消
防
士
気
分
を
味
わ
え
た
園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。



第1回

和
木
町
議
会
定
例
会議会の様子

　

3
月
7
日
か
ら
23
日
ま
で
の
17
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
28
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
2
件
、
諮
問

1
件
、
議
案
25
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
第
1
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
か
ら
出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
の
報
告

報
告
第
2
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
6
号
）に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
承
認
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
98
万
1
千
円
を

追
加
し
、
総
額
48
億
5
，
9
7
3
万
4
千

円
と
す
る
も
の

諮
問
第
1
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
適
当
と
認
め
る
】

※
上
岡
宣
雄
さ
ん
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の

議
案
第
1
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
１
億
4
，

3
6
9
万
9
千
円
を
減
額
し
、
総
額
47
億

1
，
6
0
3
万
5
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
２
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
１
，
1
1
8

万
4
千
円
を
減
額
し
、
総
額
8
億
3
，

3
3
9
万
8
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
3
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
1
1
0
万
円

を
減
額
し
、
総
額
9
，
3
1
5
万
4
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
4
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
１
，
5
8
4

万
3
千
円
を
減
額
し
、
総
額
2
億
3
，

0
9
7
万
9
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
5
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
1
9
6
万
5
千

円
を
追
加
し
、
総
額
5
億
5
，
3
8
1
万

円
と
す
る
も
の

議
案
第
6
号

　

平
成
27
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
4
9
0
万
7

千
円
を
減
額
し
、
総
額
9
，
0
7
0
万
5

千
円
と
す
る
も
の

※
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
6
号
ま
で
の
平

成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算
及

び
特
別
会
計
補
正
予
算
は
主
に
決
算
見
込

み
額
に
応
じ
て
調
整
し
た
も
の
。

議
案
第
7
号

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
定
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

議
案
第
8
号

　

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

※
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
同
年
6
月
30
日

ま
で
の
間
に
限
り
、
町
長
の
給
与
の
月
額

は
5
％
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額

と
す
る
も
の

議
案
第
9
号

　

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
料
表
等
を

一
部
改
正
す
る
も
の

議
案
第
10
号

　

和
木
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
に
つ
い

て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
電
子
計
算
機
、
複
写
機
そ
の
他
の
事
務

用
機
器
の
借
入
時
等
に
、
長
期
継
続
契

約
の
締
結
が
可
能
に
な
る
も
の

議
案
第
11
号

　

和
木
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
徴
収
猶
予
に
係
る
町
の
徴
収
金
の
分
割

納
付
ま
た
は
分
割
納
入
の
方
法
等
を
改

正
す
る
も
の

議
案
第
12
号

　

和
木
町
い
じ
め
調
査
検
証
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
条
例

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
い
じ
め
調
査
検
証
委
員
会
を
設

置
す
る
も
の

議
案
第
13
号

　

和
木
町
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
和
木

町
立
幼
稚
園
を
設
置
す
る
も
の

議
案
第
14
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の

1



議
案
第
15
号

　

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
の
対
象
適
用
年

月
日
が
、
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
新

築
さ
れ
た
住
宅
か
ら
、
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
改
正
さ
れ

る
も
の

議
案
第
16
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
17
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
18
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
19
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
20
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
21
号　

　

平
成
28
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
議
案
第
16
号
か
ら
議
案
第
21
号
ま
で
の
平

成
28
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算
及
び
特

別
会
計
予
算
の
詳
細
は
5
ペ
ー
ジ
か
ら
7

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
22
号　

　

和
木
町
第
5
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
詳
し
く
は
下
記
に
掲
載

議
案
第
23
号　

　

広
島
市
と
和
木
町
と
の
連
携
中
枢
都
市

圏
形
成
に
係
る
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基
づ

き
、
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る
た
め

に
、
広
島
市
と
和
木
町
が
連
携
協
定
を
締

結
す
る
も
の

議
案
第
24
号　

　

和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
同
意
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

※
和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
を
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
議
決
を
求
め

る
も
の

議
案
第
25
号　

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
、
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
、
共
同
処
理
す
る
事

務
の
構
成
団
体
の
変
更
及
び
こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
つ
い
て【

全
会
一
致
で
可
決
】

第５次和木町総合計画を策定しました 将来像「緑の風薫る文化のまち和木町」
　　　　　～あいさつと笑顔あふれるまち～

　和木町のこれからのまちづくりの指針となる、第５次和木町総合計画＜基本構想＞（平成 28年度～平成 37年度）及び
＜基本計画＞を策定しました。
　将来像は引き続き「緑の風薫る文化のまち和木町」とし、サブタイトルとして「あいさつと笑顔あふれるまち」を設
定しました。また、本町の魅力の向上と、安全・安心なまちづくりを行うことを掲げた重点施策４項目、基本目標とし
て６つの柱を設定しました。この計画を基に諸施策を総合的かつ計画的に推進していきます。
　平成 26 年から策定を開始し、その間、アンケート調査にご協力をいただきました住民の皆さま、策定委員として当該
計画の策定に参画いただきました 12名の委員の皆さまに感謝申し上げます。
　なお、総合計画は、和木町ホームページで公表するとともに、役場１階情報コーナー及び和木町立図書館でご覧いた
だけます。

将来人口目標　6,200人（平成37年度）
　現在、日本全体の人口が減少している中、本町においても
人口は、減少傾向にあります。本町では、人口減少を抑制す
るための諸施策を実施し、10年後の人口目標を定めました。
重点施策
（１）元気な子どもを育む子育て支援
　未来の人材を地域ぐるみ、まちぐるみで育てる子育て支
援体制づくりに取り組みます。
　乳幼児の教育・保育を一体的に提供するため、認定こど
も園の創設に向けた検討を行います。
（２）保育所・幼稚園から小学校・中学校までの一貫した
　　　教育の充実
　本町の特徴を生かし、保育所・幼稚園から小学校・中学
校までの一貫した教育の充実を図ります。
　教育現場でのＩＣＴ機器の日常的な利用や、ＡＬＴを活
用した英語教育の強化を行い、国際的に活躍できる人材の
育成を図ります。
（３）町民の健康を保つ、健康づくりの支援
　すべての町民が、住み慣れた地域でいつまでもいきいき

と暮らすことができるよう、小瀬川の河川敷を健康増進エ
リアとして整備するとともに、健診受診率や介護予防事業
の充実に取り組み、体力と健康の向上を図る機会を増やす
ための支援を行います。
（４）防犯・防災体制の充実
　岩国和木豪雨災害では甚大な被害を受けました。新たな
防災対策と復興に努めるとともに、こうした自然災害時に
適切に対応できる職員の育成と、自主防災組織の充実を図
ります。
　また、消費者被害や特殊詐欺の増加などから、安全を守
る仕組みづくり、安心して生活できる環境づくりに町民全
体で取り組みます。
基本目標　
（１）協働のまちづくり
（２）ふれあいのまちづくり
（３）にぎわいのまちづくり
（４）健やかに暮らせるまちづくり
（５）安全・安心で快適なまちづくり
（６）教育・文化のまちづくり
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町
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

で
卒
業
式
、
卒
園
式
、
修
了
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
卒
業
生
、
卒
園
児
は
先
生
か
ら
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
卒
業

（
園
）
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
卒
業
・
卒
園
・
終
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

学
び
舎
か
ら
卒
業
・
卒
園

　
3
月
23
日
、
瀬
田
2
丁
目
の
瀬
田
川
横
で

桜
の
記
念
植
樹
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
16
本
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年
8
月

6
日
の
岩
国
・
和
木
豪
雨
災
害
の
山
腹
崩
壊

し
た
附
近
の
竹
林
を
よ
り
災
害
に
強
い
山
林

と
す
る
た
め
、
山
口
県
繁
茂
竹
林
整
備
事
業

と
広
葉
樹
の
植
栽
が
完
了
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
広
葉
樹
は
桜
の
他
、
ク
ヌ
ギ
1
7
1
0
本

と
モ
ミ
ジ
1
5
0
本
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

桜の記念植樹

和
木
中
学
校
卒
業
式

卒
業
生
　
77
人

（
男
子
43
人
、
女
子
34
人
）

和
木
小
学
校
卒
業
式

卒
業
生
　
59
人

（
男
子
30
人
、
女
子
29
人
）

和
木
幼
稚
園
卒
園
式

卒
園
児
　
75
人

（
男
児
32
人
、
女
児
43
人
）

和
木
保
育
所
修
了
式

修
了
児
　
23
人

（
男
児
9
人
、
女
児
14
人
）

　
3
月
10
日
、
役
場
で
今
春
、
航
空
自
衛

隊
に
入
隊
予
定
の
加
藤
晴
己
さ
ん
（
瀬
田

4
丁
目
）、
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
の
田

中
悠
太
さ
ん
（
和
木
5
丁
目
）、
村
岡
大
輝

さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）
に
米
本
町
長
が
激

励
を
贈
り
ま
し
た
。
　
　

　
村
岡
さ
ん
は
「
和
木
町
の
代
表
と
し
て
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
激
励左二人目から、村岡  大輝さん、田中  悠太さん、

加藤  晴己さん

植樹後の集合写真の様子

　
3
月
3
日
、
山
口
東
農
業
協
同
組
合
（
神

尾
透
組
合
長
）
よ
り
、
J
A
山
口
東
が
主
催

す
る
第
3
回
J
A
山
口
東
11
米
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
米
（
玖
珂
町
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
2
俵

が
給
食
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

米
2
俵
（
1
2
0
㎏
）
J
A
山
口
東
よ
り
寄
贈

ＪＡ山口東　安村常務（左）から
目録を受け取る重岡教育長（右）

よ
ね

い
い

　
3
月
5
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
「
や
り

た
い
事
と
で
き
る
事
」
と
い
う
演
題
で
東
進

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
東
進
衛
星
予
備
校
　
現
代

文
講
師
　
林
修
先
生
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
約
5
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
来
館
者
は
約
1
時
間
半
の
講
演
の
中
で
、

林
先
生
の
時
に
鋭
く
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
や

り
た
い
事
と
で
き
る
事
」
に
つ
い
て
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

林
修
先
生
講
演
会

〜 

や
り
た
い
事
と
で
き
る
事 

〜

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
の
結
び
つ
き
、
米
の

普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
岩
国

地
域
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
5
農
家
の
米
が

審
査
さ
れ
最
優
秀
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
米
は
、
3
月
9
、
10
日
の
幼
・

小
・
中
の
給
食
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

3



米本町長（左）へ目録を渡す
三紙支部長（右）

演芸プログラムの様子

住宅防火訪問の様子

木村 俊之 先生

村中 君子さん藤村 敏さん榊 八重子さん竹本 央さん亀谷 三治さん

ま
ち
の
話
題

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
寄
贈

ま
ち
の
話
題

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会

　

3
月
1
日
、
一
般
社
団
法
人
山
口
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
岩
国
支
部
（
三
紙
庄
一
支
部

長
）
の
皆
さ
ん
が
和
木
町
を
訪
ね
、
小
学

校
全
児
童
に
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
は
、「
ト
ラ
ッ

ク
の
日
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品

が
描
か
れ
て
お
り
、
和
木
小
学
校
5
年
（
受

賞
当
時
）
重
松
乃
々
香
さ
ん
の
作
品
「
お

た
す
け
ウ
ェ
ザ
ー
ト
ラ
ッ
ク
」
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
田
尾
勲
会
長
）

主
催
の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
庵
下
先
生
に
よ
る
「
高
齢
者
の

結
核
予
防
」
の
講
演
が
あ
り
、
結
核
に
つ

い
て
の
知
識
や
予
防
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
歌
や
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
な

ど
の
演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、
会

場
は
終
始
笑
顔
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

厚
生
功
労
者
表
彰

　

3
月
8
日
、
町
職
員
の
小
清
水
緑
主
事

（
保
健
福
祉
課
）
が
、
岩
国
地
区
消
防
組
合

か
ら
一
日
消
防
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

　

中
央
消
防
署
東
出
張
所
で
兼
子
所
長
か
ら

委
嘱
状
が
渡
さ
れ
た
後
、
高
齢
者
宅
へ
の
防

火
訪
問
や
、
実
際
に
防
火
服
を
着
用
し
て
の

放
水
訓
練
な
ど
、
消
防
隊
員
の
業
務
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

小
清
水
主
事
は
「
消
防
車
、
救
急
車
の
乗

車
体
験
や
出
勤
要
請
が
入
っ
た
際
の
訓
練
を

通
じ
て
、
職
員
皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
や
命

の
現
場
を
守
る
責
任
感
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
一
方
で
署
内
の
雰
囲
気
は
と
て
も
明
る

く
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
緊
急

時
の
チ
ー
ム
の
信
頼
関
係
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
ね
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

一
日
消
防
隊
員
を
委
嘱

　

2
月
17
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
木

村
医
院　

木
村
俊
之
先
生
が
「
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

さ
れ
、
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康
を
脅

か
す
「
メ
タ
ボ
」「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）」「
認
知
症
」
の

し
く
み
や
予
防
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
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　今年度予算の特徴として、まずハード面では、こども園整備事業として実施設計などの業務、防災行政
無線のデジタル化工事、公民館分館の建替えに係る実施設計業務などが予算に盛り込まれています。
　次に、ソフト事業としては、家庭用防犯カメラ設置費補助金、自主防災組織活性化事業補助金、出産祝
金の増額、中学生イングリッシュキャンプ参加費助成、四境の役１５０年祭記念行事、地域おこし協力隊事
業などが新規予算として盛り込まれています。
　それでは、今年度の和木町の予算について、具体的にみていきましょう。

　前年度当初予算に比較して、一般会計の予算総額は、6 . 0％の減額となっています。これは、前年度からこども
園建設用地の購入に係る経費と災害復旧事業の経費が減少したことが主な要因です。
　一方、簡易水道事業特別会計と公共下水道事業特別会計の予算は、前年度と比較して、それぞれ、1 7 . 6％と
3 7 . 5％の大幅な増額となっています。これは、老朽化した施設の改良に必要な経費を計上していることが要因です。
　介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計については、いずれも保険給付費等の伸びにより、対前年度と比較
して増額の予算となっています。

○各会計の予算総額 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

保 健 事 業 勘 定

サ ー ビ ス 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

一 般 会 計

合　　　　　　　計

会　　計　　名

4 , 3 3 0 , 4 5 2

7 9 2 , 3 8 6

1 0 3 , 8 1 6

3 3 2 , 5 4 5

5 6 6 , 6 2 7

5 6 3 , 8 7 3

2 , 7 5 4

9 9 , 0 8 0

1 , 8 9 4 , 4 5 4

6 , 2 2 4 , 9 0 6

4 , 6 0 6 , 7 5 5

7 9 3 , 9 1 6

8 8 , 2 7 0

2 4 1 , 8 0 2

5 5 0 , 8 4 3

5 4 8 , 3 3 0

2 , 5 1 3

9 5 , 6 1 2

1 , 7 7 0 , 4 4 3

6 , 3 7 7 , 1 9 8

▲  2 7 6 , 3 0 3

▲  1 , 5 3 0

1 5 , 5 4 6

9 0 , 7 4 3

1 5 , 7 8 4

1 5 , 5 4 3

2 4 1

3 , 4 6 8

1 2 4 , 0 1 1

▲  1 5 2 , 2 9 2

▲  6 . 0

▲  0 . 2

1 7 . 6

3 7 . 5

2 . 9

2 . 8

9 . 6

3 . 6

7 . 0

▲  2 . 4

平成2 8年度 平成2 7年度 差　　引 伸び率（％）

特

別

会

計

※一般会計…税金を主な収入とし、福祉や教育など、まちの基本的な事業にかかる経費の会計。

※特別会計…国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、保険料や利用料など特定の
収入によりまかなわれ、一般会計と区分して経理する会計。

今年度の予算の総額は？

予算の総額は６２億２，４９０万６千円になります。内訳は下表のとおりです。

平成 28年度の和木町の当初予算が、和木町議会３月定例会において可決されました。

平成 28年度
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どんな収入があるの？どんな性質の経費に使われるの？

一般会計の収入の内訳及び予算の使いみち（支出）については、
下のグラフをご覧ください。

○公債費
　地方債（借金）の返済に充てる経費のことです。

○扶助費
　児童手当や福祉医療費などが含まれます。

○物件費
　需用費、委託料などが含まれます。

○補助費等
　各種団体への補助金などが含まれます。

○繰出金
　一般会計から特別会計への補てん金のことです。

○投資的経費
公共施設を整備するための経費です。
本年度は、こども園の建設事業、防災行政無線
のデジタル化工事などが含まれます。 

○その他
土地開発公社への貸付金、各種基金への積立金
などが含まれます。

　　＜義務的経費＞ 
　義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費
などの支出が義務付けられ任意に削減できな
い経費のことを意味します。

○町税
一番大きな割合を占めているのが町税（税金）で、
町の収入の３割以上を占めています。
景気の低迷が続く中、企業からの税収は低水準
を推移しています。
　
○地方交付税
国が集めた国税の一部が一定の基準で県や市町
村に交付されます。
多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を
占めますが、和木町は税収が比較的多いため、
その割合は他の市町村に比べて低くなっています。
　
○ 諸収入等   
他の収入科目に含まれない収入をまとめたもの
です。和木町では、土地開発公社への貸付金の
元金収入が大きな割合を占めています。ふるさ
と納税などの寄附金も含まれています。
　
　＜自主財源と依存財源＞
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する
財源のことを意味し、依存財源とは、国や県
から交付されたり、割り当てられたりして収
入する財源のことを意味します。

町税
1,366,007
31.5%

地方譲与税等
154,540  3.6%

諸収入等
649,364
15.0%

繰越金
20,000
0.5%

使用料及び手数料
144,495
3.3%

国・県支出金
778,692
18.0%

地方債（借金）
439,600
10.1%

地方交付税
540,000
12.5%

依存財源  44.2％

自主財源  55.8％

（単位：千円）

繰入金
237,754
5.5%

収入

人件費
623,224
14.4% 公債費

402,645
9.3%

扶助費
366,900
8.5%

投資的経費
677,113
15.6%

物件費
810,991
18.7%

補助費等
384,989
8.9%

操出金
364,337
8.4%

その他
700,253
16.2%

（単位：千円）

義務的経費
32.2％

支出
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今年度の重点施策

どんな事業に使われるの？

予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のようになります。

目　　的

議　会　費 10,800円 1.6%

170,700円 25.6%

129,800円 19.4%

53,400円 8.0%

500円 0.1%

4,200円 0.6%

55,800円 8.3%

38,500円 5.8%

139,100円 20.8%

62,100円 9.3%

3,100円 0.5%

668,000円 100.0%

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

予　備　費

合　計　額

総　務　費

公　債　費
〔借金の返済に充てる費用〕

町民1人あたりの
予算額及びその割合

○家庭用防犯カメラ設置費補助金
○地域おこし協力隊事業

○農林水産関係団体への補助
○広葉樹植栽

○コンパクトタウン議会サミット

○商工会への補助金
○地域振興協会への補助金
○新規創業支援事業補助金

○子ども安心医療（中学生までの医療費無料）
○福祉医療制度一部負担金の全額助成
○出産祝金（第２子３万円、第３子以降５万円に増額）
○障害者就労施設通所交通費の全額助成（上限１万円）
○放課後児童クラブ運営事業
○保育所運営事業
○病児・病後児保育事業

○中学３年生、高校３年生を対象とした
　　インフルエンザ予防接種料の全額助成
 ○集団がん検診等の自己負担の全額助成
 ○妊婦歯科検診
 ○ABC検診（胃がんリスク検診）の実施
 ○岩国市ごみ焼却施設建設負担金
 ○中学校への蓄電池システム設置
 ○斎場多目的トイレ新設

○町道の改良工事
○蜂ヶ峯総合公園整備事業
　子ども向け簡易プール設置（夏季）
　キャンプ場休憩棟改良工事
○町営緑ヶ丘住宅の実施設計

○防災行政無線デジタル化工事
○自主防災組織活性化事業補助金
○地域防災マネージャーの雇用

○小、中、高校生への各種検定料助成
　（英語検定、漢字検定、数学（算数）検定）
○中学生オーストラリア派遣事業
○中学生イングリッシュキャンプ参加助成
○高校生語学留学助成（フィリピン・セブ島）
○小・中学校のＩＣＴ教育推進のための整備
○幼稚園運営事業
○こども園整備事業
○四境の役150年祭記念行事
○公民館分館整備事業
○美術館、文化会館での各種行事の開催

衛　生　費
町民の健康やごみ処理の

ための費用

老人、児童などの
社会福祉のための費用

土　木　費
 町道、公園の整備や町営住宅

などに使われる費用

〔一般的な事務費や財産管理費など〕

民　生　費
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図書館からのお知らせ

４月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10 12

19
26 27 28 30

7
14

2221 23
24
17

5

■に白字は図書館休館日

開館時間
平日▶９時 30分～ 18時 15分
　　　　（貸出は 18時まで）
土日▶９時 30分～ 17時
　　　　（貸出は 16時 45分まで）
お問い合わせ

http://www.waki-toshokan.jp/index.html
TEL：54－0222  FAX：54－0278

■ 半熟アナ（狩野 恵里著）
　毎日をポジティブにする狩野流のこだわり、考え方とは?「モヤさま」「ネオスポ」
でお馴染み、テレビ東京アナウンサー・狩野恵里による初エッセイ。

■ 29歳で2000万円貯めた独身女子がお金について語ってみた（ITTIN著）
　独身、一人暮らし、結婚の予定なし。老後を生き抜くために、人生のマネープラン
を考える!
　20代で2000万円貯めた人気ブロガーが、「お金のこと」について綴る。

■ 証言拒否（マイクル・コナリー著，古沢 嘉通訳）
　ローン未払いを理由に家を差し押さえられたシングルマザーが、大手銀行副社長撲
殺の容疑で逮捕された。彼女は銀行への抗議デモを繰り返す有名人。弁護士ミッ
キー・ハラーは社会的注目を集める容疑者の弁護に乗り出す。

■ 姉と弟（佐伯 泰英著）
　小籐次一家との身延山久遠寺への代参旅から戻ったお夕は、父のもとで錺職修業を
始めた。一方、駿太郎は実父・須藤平八郎の埋葬場所が判明し、小籐次から墓を建て
るよう提案される。

図書館ニュース
利用者カードを持って図書館へお越しください。

新しく入荷しました
４月のおはなし会

16 日（土）10時 00分～

　「もう読まないけれど捨てるのも面倒
…」「捨てるのはもったないけれど、だれ
か読んでくれたらうれしいなっ」…といっ
た方、ご自宅に眠っている本がありまし
たら、ぜひ図書館へお持ちください。
　小説だけでなく、漫画（コミック）の
寄贈をお受けいたしますので、ご遠慮な
く図書館までお持ちください。
　なお、著しく破損している場合、また
は美術全集・図鑑・事典（辞典）・辞書・
雑誌については寄贈をお断りしております。
　また、寄贈後
の資料の取扱い
については図書
館で判断させて
いただきますの
で、あらかじめ
ご了承ください。

　ゆびとまで、「僕も私も本を読んでみたい！」「みんなに

本を読んで聞かせたい！」って思っている人、参加してみま

せんか？

　毎月第３土曜日に「おはなし会」を開催
していますので、ぜひ、聞きに来てくださ
いね。
　お待ちしていますよ。

■ Ｂｕｔｔｅｒｆｌｉｅｓ/ＢＵＭＰ　ＯＦ　ＣＨＩＣＫＥＮ
■ ＺＡＲＤ　Ｆｏｒｅｖｅｒ　Ｂｅｓｔ～２５ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ～/ＺＡＲＤ
■  ＡＭＡＲＡＮＴＨＵＳ/ももいろクローバーＺ
■  ＭＩＫＡ　ＮＡＫＡＭＵＲＡ　ＴＲＩＢＵＴＥ/ＨＹＤＥ・藤井フミヤ・中島みゆき等
■  Ｅ．Ｇ．ＳＭＩＬＥ　－Ｅ‐ｇｉｒｌｓ　ＢＥＳＴ－/Ｅ‐ｇｉｒｌｓ

■ Welcome　ｔｏ　Ｓｅｘｙ　Ｚｏｎｅ/Ｓｅｘｙ　Ｚｏｎｅ

■  白金の夜明け/ももいろクローバーＺ

4
11
18

2925

あなたもおはなし会で本を読んでみませんか？

　最近、貸出手続きをしていない本がない？
　どうして？ってことがよくあります。
　図書館の本は、多くの皆さんに読んでもらうための本です。
貸出の手続きをしないまま持ち帰ることはやめましょう。
　時には、職員が声をおかけする場合もありますので、予め
ご了承ください。

図書館の本が無くなった？
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種　類

種　類
四種混合

初回（３回目）終了後
12～17月の間

１歳の誕生日後、なる
べく早めに

生後
12～15月

４歳（初回２回目終了後
６ヶ月以上おおむね１
年の間隔をおく）

初回終了後、
6～12月まで
の間隔

麻しん風しん 水痘（水ぼうそう） 日本脳炎

追加 第１期（１回） 初回（１回） 追加（１回） 第１期追加

標準的な
接種時期

麻しん風しん 日本脳炎

第２期 第２期

年長児 小学４年生 小学６年生

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

対象者

●今年度対象となる方に通知する定期予防接種

●受け忘れの多い幼児対象の予防接種

４月の行事（わくわくタイム）
１４日（木）お話会
２１日（木）ガーランド作り

　保健相談センターの講堂を
親子ふれあいの場として開放
しています。
日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　　わくわくタイム　　１１時頃から
　　　（わくわくタイムを実施しない日もあります）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

わくわくルーム

４月の行事（うきうきタイム）
　　８日（金）
１２日（火）
２２日（金）
２６日（火）

はじめましての会（　10時30分～）
発育測定（来所順）
作ってあそぼ（工作は25年度生のみ）
誕生日会

うきうき広場

　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　９時３０分～１２時
　　　※４月１日（金）・５日（火）はお休みです

対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうきタイム（保育士による手遊びなど）　
　　　　　　　　　　　　１１時頃～
所庭での外遊び　　　　　１１時３０分頃～

場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　　　　（保育所２階）（☎５３－５５５１）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケーショ
ンのための場を提供しています。お気軽にご参加下さい。
日時　４月１９日（火） ※第３火曜日
　　　１０時～１１時３０分
対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内容　室内での遊び・茶話会
　　　※事前申し込み不要
場所　和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
日時　４月２８日（木）１３時３０分～１５時 受付
対象　新生児・乳児・幼児　※事前申込み不要
内容　身長・体重測定、
　　　その他保健、栄養、
　　　母乳相談
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）

すくすく計測相談会

○注
28年度

毎月20組が参加

受け忘れ注意！予防接種 　４月中に左表の定期予防接種の対象となる方に、
個別にお知らせをお届けします。

　乳幼児の予防接種については、必要な予診票を
お渡ししています。特に受け忘れの多い予防接種
は下記のとおりです。

定期予防接種は、予防接種法にそった対象年齢を超え
ると、接種費用は自己負担となります。
（１回の接種で６千円～１万５千円程度）
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問合せ・申込先

保健相談センター
（☎52-7290）

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　健康のためにできること……まずは、自分のからだを
知ることです！
　今回は、骨密度測定です。
日時　４月１３日（水）
　　　１０時～１５時
対象　一般の方
内容　骨密度測定
　　　裸足で測定します。
場所　保健相談センター
　　　※申込不要

●作り方
①下準備
かぶ…皮を除き、人数分にくし形に切る。
葉は３㎝の長さに切る。
厚揚げ…２㎝の厚さに切る。
かぼちゃ…４㎝の厚さの一口大に切り、皮をまだらにむく。
しめじ…石づちを除き、ほぐしておく。
②鍋で煮る
鍋にかぼちゃと水を入れて、沸騰させ、弱火にして７～８分程度煮込み、かぶと厚揚
げを加えて柔らかくなるまでふたをして煮る。牛乳、みそ、鶏がらスープの素、こしょ
うを加える。煮立ったら、ⓐの水溶き片栗粉を入れてとろみをつける。

一人分エネルギー　152キロカロリー

かぶと厚揚げのミルク煮
（材料４人分）

4月

かぶ…………………３００ｇ
厚揚げ………………１００ｇ
かぼちゃ……………２００ｇ
しめじ…………………５０ｇ
水……………………１５０㎖
牛乳…………………３００㎖
みそ…………………小さじ１
鶏がらスープの素…小さじ１
こしょう…………………少々
　ⓐ　片栗粉………小さじ１
　　　水……………小さじ１ カルシウムたっぷりのスープです。　　　（和木町食生活改善推進協議会 １班）

元気アップ教室

日時　4月 8日（金）  １３時３０分～１５時
内容　椅子で行う筋肉トレーニングの実習
準備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　タオル・飲み物
申込期限　4月 6日（水）（定員１５名）

　誰でも無理なくで
きる、椅子に座って
の筋肉トレーニング
を紹介します。

筋力アップ編

場所･申　保健相談センター（☎５２－７２９０）

申込み締切日は

4/25月
無料 !無料 !無料 !
スクラッチくじ

検診申込みの際にGETチャンス!
（先着1,000名様）

 申込み人数分スクラッチくじに挑戦できます。

がん検診の
申込みで

クオカード
が当たる４月７日（木）以降

に検診申込書を世
帯別に配布します。
申込書を保健相談
センターまでご提
出下さい。
※４月１５日（金）までに申込み書が届かない場合は、
　お問合せください。

がん検診が…なんとがん検診が…なんと

お子さま
連れの方も
　　　安心♪

申込みは
 簡単!!

当選確率
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457

　３月２日、文化会館において、和木町子ども会育成
連絡協議会（吉田浅美会長）の主催で「意見交換会」
が開催されました。
　町子連の活動報告とともに、単位子ども会から行事
に関して趣向を凝らした取組の報告がされました。子
どもの数が減っている中、自治会や他の単位子ども会
など、他団体との交流を積極的に行うことで、単位子
ども会の活動を充実させているようです。
　お楽しみ会などで様々な体験活動をする際に、指導
者を探すのが大変だという意見がありました。本町に
は様々な特技をもった方がいらっしゃいます。単位子
ども会または教育委員会からお声掛けをさせていただ
いた際には、ご協力いただけると幸いです。

町子連「意見交換会」
　３月２５日、文化会館において社会教育委員会議
（田尾勲議長）が開催され、２７年度の活動報告がさ
れました。
　会議の中で示された各所管での成果や課題、委員
からの意見を２８年度の活動に生かしていきたいと
思います。

社会教育委員会議

　今年度も放課後子ども教室「わきあいキッズ」を
実施します。「安全・安心な子どもの居場所」と、「ス
ポーツ・文化芸術などの体験の場」を子どもたちに
提供します。地域住民の方々とふれあうことで、子
どもたちの心も体も健やかに成長します。
　対象は和木小学校の児童及び町内在住の小学生
です。
　始業式（１年生は入学式）の時に、実施要項を
配布（小学校を通じて）、締め切りを４月１８日（月）
の予定にしております。詳しくは、実施要項をご覧
ください。
　和木小学校以外の町内在住の小学生につきまして
は、教育委員会に直接お越しください。
　たくさんの教室がありますので、是非お申し込み
ください！

放課後子ども教室「わきあいキッズ」
募集について

浴衣を譲ってください！

　和木中学校では、家庭科の学習で「浴衣の着
付け」を行っていますが、毎年生徒が着る浴衣
を集めるのに大変苦労しています。そこで、も
う着なくなった浴衣や家で眠っている浴衣があ
りましたら譲っていただけない
でしょうか。ご協力をお願いし
ます！
問　和木中学校（担当：柳原）
　　（☎52-4328）
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国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者の方の
特定健康診査の実施方法について

国保被保険者の方へ

　平成２８年度の特定健康診査を次のように実施します。
　健康管理には、定期的に健康状態を確認することが重要です。特に特定健康診査は、生活習慣病の予防に繋が
ります。ぜひ、年に一度は特定健康診査を受診しましょう。

※被用者保険の被保険者の方（国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者以外の方）は、それぞれの医療保険の保険者（保
険証の発行元）の実施方法に従ってください。和木町の集団健診では、各種のがん検診のみ受診できます。
※特定健診を申し込まれた方でも、実施日までに異動（被用者保険へ加入等）された方は、特定健診は受診できません
ので、ご了承ください。（各種のがん検診は受診できます。）
※各種がん検診は、無料です。

問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

■高額な外来診療を受ける方へ
　限度額適用認定証などを提示すれば、入
院だけでなく、外来の場合でも限度額まで
の支払いになります。

・認定証を提示することで、医療費は高額
療養費の適用区分に応じた自己負担限度
額までの支払いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事
療養費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院さ
れる場合は、必ず保健福祉課へご連絡く
ださい。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へ
は、お渡しできない場合があります。

■国民健康保険への届け出はおすみですか？
　社会保険の資格を喪失した場合には、必ず国民健康保険に加
入しなければなりません。
　国保に加入、または脱退するときは、１４日以内に保健福祉
課の窓口へ届け出てください。
　資格は、加入や脱退の事実が発生した日までさかのぼります。
　加入の届け出が遅れると、保険料はさかのぼって支払うこと
になります。また、やむを得ない場合を除き、被保険者証のな
い期間の医療費が、全額自己負担になります。
　脱退の届け出が遅れると、資格を外れたあとに国保の被保険
者証で受診した医療費がある場合、お返しいただくことになり
ます。
　なお、届け出の際は、資格異動日の確認が必要ですので、次
のものをご持参のうえ、届け出をしてください。
●加入するとき
・社会保険の資格喪失証明書または離職票など
・本人及び世帯主のマイナンバー通知書、届出人の身分証明書
●脱退するとき
・社会保険の被保険者証（対象者全員分）または資格取得証明書
・国保の被保険者証（返却のため）
・本人及び世帯主のマイナンバー通知書、届出人の身分証明書

70歳
未満の方 限度額適用・標準負担額

減額認定証
必要ありません。
（高齢受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額
減額認定証

70歳
以上の方

課税世帯 限度額適用認定証

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

〈国民健康保険被保険者の方〉 〈後期高齢者医療被保険者の方〉
対 象 者 ４月１日時点で国保被保険者であり、４０歳以上の方

（年度途中で転入、転出等により異動のあった方は対象
から外れます。）

後期高齢者医療被保険者の方
（７５歳以上の方及び６５歳以上で障害認定を受けてい
る一部の方。年度内に７５歳になる方は誕生日の翌月以
降）

実施方法 保健相談センターでの集団健診及び医療機関での個別診断
※個別健診は、集団健診未受診者の方に、改めてご案内します。
和木町及び岩国市内の医療機関 山口県内の医療機関個別検診

医療機関 町内の個別健診機関は、木村医院、中村クリニック
実施日時

【個別健診】集団健診終了後から随時（受診券を送付します。）
自己負担 【集団健診】１，０００円

【個別健診】１，０００円
５００円

申 込 み 【集団健診】各世帯にお配りしている、健（検）診申込書に記入して、４月２5日（月）までに保健相談センターに
お申し込みください。

【個別健診】受診を希望する医療機関にご確認ください。
そ の 他 医療機関での個別健診を受診される場合は、後日送付される受診券を持参してください。

【集団健診】６月２２日（水）～２８日（火）　８時～９時４０分受付　※２６日（日）を除きます
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平成28年度 国民年金保険料について
◆ 国民年金保険料
　平成28年度の国民年金保険料額は、月額16,260円となりました。
◆ 口座振替・前納制度のご案内　
　現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引になり大変おトクです。

◎当月末振替（早割）・納付期限よりも１ヶ月早く口座振替
               　　　      ・平成29年度の保険料額　16,490円
　　　　　　　　　　※平成 29年 3月末に保険料額・割引額確定予定

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される『学生納付特例制度』があります。
　　　　　　　《所得のめやす》　118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
　学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されますが、年金額の計算には反映されません。
　また、障害や死亡といった不慮の事態における障害基礎年金・遺族基礎年金についても、受給資格期間に
算入されます。受給資格要件を満たしていれば、満額の障害基礎年金・遺族基礎年金を受け取ることができ
ます。
申請手続き
　学生納付特例制度を申請するには、承認を受ける必要がありますので、在学証明書または学生証を持参し
てください。
承認期間　　4月から翌年の3月です。
　※申請の届出が遅れた場合でも４月まで遡って特例を受けることができます
☆平成27年度に学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成28年度も引き続き在学予定
の方へ、3月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されています。

【同一の学校に在学する場合】
　送られてきたハガキに必要最小限の記載事項を記入するだけで申請ができます。（在学証明書、または学生
証は不要です。）
【在学される学校等に変更のある場合】
　改めて在学の事実等について確認する必要があるため、ハガキで申請することはできません。保健福祉課
または岩国年金事務所で申請を行ってください。（在学証明書、または学生証が必要となります。）
※平成28年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付しますの
で、保健福祉課または岩国年金事務所までご連絡下さい。

 平成 28年度　国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

毎月納付
（現金納付・翌月末の口座振替）

16,260円
―
16,210円
50円

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

97,560円
―
97,260円
300円

96,770円
790円

96,450円
1,110円

―
―

―
―

―
―

195,120円
―

194,520円
600円

193,540円
1,580円
192,900円
2,220円

―
―

191,030円
4,090円

191,660円
3,460円

393,000円
―
※

※

※

※

※

377,310円
15,690円

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

保 険料額
割引額

保険料額
割引額

１ヶ月分 ６ヶ月分 １年分 ２年相当額
平　成　28　年　度

当月末振替（早割）
　　　　　（口座振替）

６ヶ月前納（現金納付）

６ヶ月前納（口座振替）

１年前納　（現金納付）

１年前納　（口座振替）

２年前納（口座振替）
※口座振替のみ

問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２） 　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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申請要件
生活保護を受けている人

申請要件
生活保護受給証明書

○平成28・29年度の後期高齢者医療の保険料率について
・被保険者均等割額52,390円　・所得割率10.52％
※保険料（一人当たり）の上限額は57万円です。
○平成28年度の後期高齢者医療保険料の軽減措置について
①平成27年中の世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応
じて、「均等割額（52,390円）」が次のとおり軽減されます。

・33万円＋（48万円×被保険者数）以下の世帯→２割
・33万円＋（26.5万円×被保険者数）以下の世帯→５割
・33万円以下の世帯→８．５割
・33万円以下の世帯のうち、被保険者全員が年金収入80万
円以下（その他各種所得がない）の世帯→９割
②所得割額を負担する方のうち、賦課のもととなる所得が
58万円以下の方は、所得割額が5割軽減されます。
③会社などで加入していた保険の扶養家族だった方は、均
等割額が9割軽減されます。
問　山口県後期高齢者医療広域連合（☎083－921－7111）

『出産祝金支給制度』の第２子以降の
　支給額が変わります！
　新生児の誕生を祝福し、健やかな成長を願うとともに、若者の
定住を促進し、和木町人口の増加を図ることを目的とします。

祝金の額　　　  （変更前）　　　　　　 （変更後）
新生児１人につき１万円→第１子　　　１万円
　　　　　　　　　　　　第２子　　　３万円
　　　　　　　　　　　　第３子以降　５万円

支給要件　和木町の住民基本台帳に登録されている方が出産した
場合、産まれた新生児の父または母に祝金を支給します。
※支給額の変更は、平成２８年４月１日以後の出生が対象となります。
問　保健福祉課　福祉・医療係（☎５２－２１９５）

高齢者向け給付金のご案内
（年金生活者等支援臨時給付金）
　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引
き上げの恩恵が及びにくい高齢者の方を
支援します。
○支給対象者　
　平成２７年度臨時福祉給付金の支給対
象者に該当する方のうち、平成２９年３月
３１日に６５歳以上になる方が対象です。
※ただし、生活保護の受給者である方な
どは対象外となります。
支給額　対象者１人につき３０，０００円
（※支給は１回です。）
申　請　支給対象と思われる方には後日
申請書を郵送します。
給付金の受取方法　原則、指定口座に入
金します。
振り込め詐欺にご注意を！
　高齢者向け給付金に関して、町や
厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コン
ビニなどの現金自動支払機）の操作
をお願いすることは絶対ありません。
不審な電話があったときは、保健福
祉課または警察署へご連絡ください。
厚生労働省給付金専用ダイヤル

問　保健福祉課（☎５２－２１９５）

後期高齢者医療　保険料率及び保険料軽減措置のお知らせ

０５７０－０３７－１９２

提出・申込先　教育委員会〔文化会館１階〕　（☎５３－３１２３）
提出期限　４月２８日（木）
※申請書は、教育委員会窓口または和木町ホームページにて入手できます。
※平成２８年１月より申請書に個人番号（マイナンバー）の記入が必要になりました。ご家族全員の個人番号を把握され
た上、窓口にてお申込みください。

　就学援助制度とは、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費・校外活動費の一部など必要な
援助を行う制度です
1．生活保護を受けている人

2．２７年度または２８年度において、次の措置を受けた人など、生活保護を必要とする人に準ずる程度に生活に困窮している人

平成 28年度 就学援助費交付申請のお知らせ

申請要件
生活保護の停止または廃止を受けた世帯

個人の事業税の減免措置を受けた世帯

市町村民税の減免措置または非課税措置を受けた世帯
児童扶養手当を支給されている母子世帯（児童手当でではない）

国民年金の保険料の減免措置を受けた世帯

国民健康保険の減免または徴収猶予の措置を受けた世帯

公共職業安定所に日雇労働者の求職申込みをしている世帯

生活福祉資金の貸付措置を受けた世帯

その他の理由で、生活状態が極めて悪いと認められる世帯

提出書類
前年中の所得額がわかるもの（写しでよい）
県税事務所が発行する証明書または関係書類で証明となるも
のの写し
町民税減免通知書の写しまたは町民税非課税証明書
児童扶養手当証書の写し
年金事務所が発行する証明書または関係書類で証明となるも
のの写し
国民健康保険料決定（更正）通知書の写しまたは徴収猶予決
定通知書の写し

公共職業安定所が発行する証明書または関係書類で証明とな
るものの写し

生活福祉資金貸付決定通知書の写し

前年中の所得額がわかるもの（写しでよい）
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弁
護
士
無
料
法
律
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
語
学
留
学
生
募
集

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

検
定
受
検
料
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す

和
木
町
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

行

政

相

談

・
・

・
・

各
種
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時 

４
月
19
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
所 

文
化
会
館　

2
階
商
工
指
導
室

問 
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

　
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

今
年
度
も
和
木
町
で
は
、
英
語
教
育
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
山
口
大
学
と
連
携

し
て
実
施
す
る
英
語
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
高
校
生
を
募
集
し
、
参
加
者
に
助
成

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
5
月
広
報
、
も
し

く
は
5
月
2
日
㈪
以
降
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

留
学
期
間 

8
月
中
旬
〜
下
旬
（
予
定
）

留
学
先 

フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
島

募
集
人
員 

和
木
町
に
住
所
を
有
す
る
高
校

生
3
名

選
考
等 

応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考
ま
た

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す

費
用
概
算 

一
人
あ
た
り
約
30
万
円
前
後（
食

費
等
は
含
ま
な
い
）

助
成
内
容 

一
人
あ
た
り
概
算
費
用
の
1
/
2

（
上
限
15
万
円
）

申
込
期
間 

5
月
2
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈫

問 

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

4
月
15
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

4
月
28
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所
（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

4
月
15
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

対
象
者 

町
内
在
住
の
高
校
生

助
成
対
象 

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）

　
　
　
　

 

実
用
数
学
技
能
検
定
（
数
検
）

　
　
　
　

 

日
本
漢
字
能
力
検
定
（
漢
検
）

※
数
検
と
漢
検
が
新
た
に
助
成
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
年
度
内
に
各
検
定
一
回

限
り
全
額
助
成
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法 

和
木
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
「
和

木
町
向
学
支
援
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
」

に
検
定
結
果
通
知
の
写
し
を
貼
り
付
け
の

上
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た
方
、
ま
た
は
建

設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方
で
、
そ

の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
方

に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に
対
す
る
利
子
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
、
町
が
補
助
す

る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
要
件

　

建
物
の
所
有
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、

人
の
居
住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

※
借
家
と
し
て
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
対
象
外

で
す
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間

　

新
築
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
に
要
し
た

費
用
（
土
地
代
金
を
除
く
）
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
5
年
間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法 

　

居
住
開
始
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に
、
必
要
書

類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
2
1
9
7　

内
線
4
1
1
）

町

長

へ

の

提

言

和
木
保
育
所
の
保
育
時
間
に
つ
い
て

　

保
育
の
終
了
時
間
が
18
時
ま
で
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
19
時
ま
で
に
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
和
木
町
内
に
居
住
し
て
い

る
人
の
多
く
は
、
他
市
町
村
で
就
職
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
い
る
人
に
と
っ
て
、
町
内
唯
一
の
保
育

所
が
18
時
ま
で
と
な
る
と
、
仕
事
終
了
後

に
迎
え
に
行
く
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
い
う
上

で
も
、
保
育
時
間
の
延
長
は
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
岩
国
市
の
私
立
保
育

所
も
終
了
時
間
は
19
時
で
す
。

　

間
に
合
わ
な
い
人
は
泣
く
泣
く
違
う
保

育
所
に
預
け
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。

回
答

　

近
隣
市
の
多
く
の
保
育
所
で
は
、
19
時

ま
で
お
子
様
を
預
け
る
こ
と
の
で
き
る

「
延
長
保
育
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

和
木
町
内
で
は
、
公
立
の
保
育
所
が
１
ヶ

所
し
か
な
く
、
平
日
の
保
育
時
間
は
18
時

ま
で
で
、
延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い

こ
と
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
延
長
保
育
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

保
育
士
の
不
足
な
ど
に
よ
り
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
で
の
実
施
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
た
め
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ

る
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
を
含
め
関
係
機
関

で
協
議
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
登
録
者
募
集

今

月

の

納

税

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

　

禁
門
の
変
の
敗
戦
に
よ
り
長
州
藩
は
御
所

へ
発
砲
し
た
賊
軍
と
し
て
朝
廷
よ
り
「
長
州

征
討
令
」
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
州
藩
に
と
っ
て
幕
末
最
大
の
試
練
の
時

が
訪
れ
た
の
で
す
。
そ
の
逆
境
を
持
ち
前
の

交
渉
力
と
政
治
セ
ン
ス
で
幕
府
と
長
州
藩
の

間
を
取
持
っ
た
の
が
岩
国
藩
主
の
吉
川
経
幹

で
す
。

　

経
幹
の
行
動
は
俊
敏
で
岩
国
帰
館
の
翌
日

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
二
五
日
老
臣

を
山
口
に
派
遣
し
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
に
対

し
事
件
の
対
処
策
を
具
申
し
ま
す
。
内
容
は

戦
闘
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
藩
主
敬
親

の
主
意
を
取
り
違
え
た
先
陣
の
三
人
の
家
老

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
厳
正
に
処
分
し
た
上
で

朝
廷
へ
申
し
開
き
を
し
て
汚
名
を
返
上
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

敬
親
は
三
人
の
家
老
の
処
分
に
消
極
姿
勢

で
あ
り
ま
し
た
が
、
経
幹
に
よ
る
再
三
再
四

説
得
に
よ
り
同
意
を
決
意
し
ま
し
た
。
三
人

の
家
老
、
益
田
右
衛
門
佐
親
施
・
国
司
信
濃

親
相
・
福
原
越
後
元
僴
ら
は
末
家
に
お
預
け
に

な
り
切
腹
の
処
分
を
う
け
た
の
で
す
。（
福
原

は
岩
国
で
切
腹
）

　

こ
の
三
人
の
首
級
を
当
時
征
長
軍
の
本
営
が

置
か
れ
て
い
た
広
島
へ
届
け
、
経
幹
は
幕
府
の

高
官
ら
と
折
衝
し
第
一
次
征
長
戦
の
武
力
衝
突

を
回
避
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
迅
速
的
果
断
な
経
幹
の
行
動
が
無
け
れ

ば
両
軍
の
衝
突
は
不
可
避
と
な
り
戦
闘
準
備
の

遅
れ
を
露
呈
し
た
長
州
藩
は
早
々
に
敗
北
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
ろ
の
和
木
地
区
の
記
録
は
少
な
い
の

で
す
が
、
あ
る
岩
国
藩
士
の
日
記
（
春
田
東
二

郎
日
記
・
岩
国
徴
古
館
蔵
）
に
「
征
長
軍
先
陣

が
藩
境
の
大
竹
・
中
津
原
辺
り
に
布
陣
し
始
め

固
屋
懸
（
陣
営
）・
雪
隠
（
ト
イ
レ
）
を
設
営
し

大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
、
小
瀬
村
や
和
木
村
の

領
民
は
そ
の
用
意
に
雇
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

ま
た
領
民
の
家
で
余
っ
た
家
具
等
を
征
長
軍
に

貸
し
出
し
て
い
る
」
と
記
載
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
も
庶
民
の
行
動
力
の
た
く
ま
し
さ
に

感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
吉
川
経
幹
の
必
死
の
交
渉

に
よ
り
、
一
旦
征
長
軍
は
解
散
さ
れ
ま
し
た
が

高
杉
晋
作
の
功
山
寺
決
起
を
皮
切
り
に
諸
隊
が

蜂
起
し
長
州
藩
内
の
政
治
姿
勢
は
大
転
換
さ
れ

武
備
恭
順
と
い
う
方
針
に
か
た
ま
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
防
長
領
内
は
戦
時
の
空
気
に
包
ま
れ

て
い
き
ま
す
。

四
境
戦
争
︵
芸
州
口
の
戦
い
︶
か
ら
一
五
〇
年

長
州
征
討
と
吉
川
経
幹
の
周
旋

和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

正
中
克
磨

連
載
第
四
回
（
全
六
回
）

固
定
資
産
税
・
・
・
・
・
・
・
・
1
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
・
・
・
・
・
・
4
月
分

納
期
限 

5
月
2
日
㈪

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

子
ど
も
達
の
見
守
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

　

登
下
校
の
子
ど
も
達
へ
の
あ
い
さ
つ
や
、

散
歩
や
買
物
に
合
わ
せ
て
の
見
守
り
な
ど
、

無
理
の
な
い
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
登
録
者
を
増
や
し
、
地

域
の
「
目
」
で
子
ど
も
達
を
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
の
基
本
は

「
で
き
る
人
が
、で
き
る
時
に
、で
き
る
事
を
」

で
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

縦
覧
で
き
る
人

　

町
に
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
る
人
、
ま

た
は
、
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

※
自
己
資
産
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
に
つ
い
て
は
、
4
月
中
旬
に
送
付
予

定
の
「
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
明
細

書
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

納
税
通
知
書
な
ど
）、
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
、
契
約
書
な
ど
の

権
利
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

縦
覧
期
間 

4
月
1
日
㈮
〜
5
月
2
日
㈪

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所 

税
務
課
（
役
場
１
階
）

手
数
料 

閲
覧
・
証
明
に
つ
い
て
は
、
通
常
は

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中
の

納
税
義
務
者
本
人
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

問 

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
の

相
談
会
・
検
査
等
予
定

　

い
ず
れ
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

予
約
電
話
番
号
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
所
：
岩
国
市
三
笠
町
1-

1-

1
）

ストレス相談 13：30～15：30 ☎29－1525

☎29－1523

☎29－1519

☎29－1525

10：00～11：00

13：00～16：00
17：00～19：00

13：30～16：00

４月19日（火）
※毎月第３火曜日
４月12日（火）
※毎月第２火曜日 受付  9：00～11：00

４月26日（火）

４月26日（火）

４月27日（水）

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

骨髄バンク
登録

肝炎検査
HTLV-1検査

エイズ検査

ひきこもり
家族の会

内　容 実施日 時　　間 予約電話番号

ち
か
の
ぶ

ち
か
す
け

も
と
た
け

く
に
し
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バレーボール部

お礼の言葉を述べる兼本咲良さん

ソフトボール部

バスケットボールクリニックでの集合写真

　

3
月
6
日
、
山
口
県
弓
道
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
遠
的
（
60
メ
ー
ト
ル
）
の
競

技
で
、
竹
島
佳
宏
さ
ん
（
和
木
5
丁
目
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
昨
秋
、
県
体
の
同
種

目
で
中
村
恭
二
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）
の

優
勝
に
続
く
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

竹島佳宏さん

期
日 

2
月
21
日

場
所 

小
郡
体
育
館　

他

結
果 

３
部
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
日 

3
月
6
日

場
所 

周
東
体
育
セ
ン
タ
ー　

他

結
果 

Ｂ
級　

３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

小

郡

大

会

２
０
１
６
年
広
島
地
区
小
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
春
季
親
善
カ
ッ
プ

岩
柳
お
別
れ
大
会

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
激
励
金

県
知
事
杯
争
奪
弓
道
大
会

ス
ポ
ー
ツ

　

3
月
6
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
Ｗ
リ
ー
グ

7
連
覇
を
達
成
し
た
Ｊ
Ｘ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
Ｏ
Ｇ
の
5
人
が

講
師
と
な
り
、
和
木
町
・
岩
国
市
の
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
47
人
に
基
本
的

な
ボ
ー
ル
の
扱
い
方
や
ド
リ
ブ
ル
・
パ
ス
や

シ
ュ
ー
ト
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
最
後
は
試
合
を
し
て
そ
の
成
果
を
た
め

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
や
日
本
の
最
高
峰
で
プ
レ
ー

し
て
き
た
講
師
の
素
早
い
動
き
、
確
実
な
プ

レ
ー
や
背
の
高
さ
を
見
て
、
こ
ど
も
た
ち
は

驚
い
て
い
ま
し
た
。

期
日 

３
月
13
日

場
所 

落
合
小
学
校

結
果 

優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

京
都
府
宇
治
市
で
開
催
さ
れ
た
第
9
回
春

季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
3
月
26
日
〜
28
日
）
に
出
場
し
た
和
木
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
米

本
町
長
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
と
の
歓
談
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
練
習
に
励
む
決
意
を
語
り
、
教
育
委
員
会

か
ら
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
和
木
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式

　

3
月
14
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
27

年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
修
了
生
28
名
を
代
表
し
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

兼
本
咲
良
さ
ん
が
、
指

導
者
や
保
護
者
の
方
々
に
お
礼
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
、修
了
生
か
ら
下
級
生
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
が
よ
り
発
展
す
る
よ

う
に
と
、
団
活
動
で
必
要
と
な
る
用
具
な
ど

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
意
義
に
則
り
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
礼
儀
や
マ

ナ
ー
を
学
び
、
心
身
と
も
に
健
全
な
成
長
を

遂
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

バスケットボールクリ
ニックを開催
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自衛隊 幹部候補生及び予備自衛官募集

　和木町を舞台に繰り広げられた四境の役（芸州口の戦い）
から 150 年を記念してイベントを開催します。
１．アートウイング展示
　5月 21 日㈯～ 6月 5日㈰　10時～ 17時
　四境の役に関連する遺物を中心に、アートウイング和木
美術館で展示を行います。
２．四境鍋のふるまい
　5月 28 日㈯　11時 30 分～ 13時
　文化会館前にて四境の役の頃に食べられていたとされる
四境鍋をアレンジした料理の提供を行います。
３．シンポジウム
　5月 28 日㈯　13時 30 分～ 16時
　（ア）オープニングセレモニー
　（イ）基調講演（三宅紹宣先生）
　（ウ）パネルディスカッション
　その他、慰霊祭（５月 28 日㈯ 10 時 30 分～安禅寺）や
講演会（別日）なども予定されています。
主催　和木町四境の役 150 年祭記念行事実行委員会
問　教育委員会（☎53-3123）

・幹部候補生
応募資格　20歳以上26歳未満の者
　　　　　※22歳未満は大卒者（見込含）修士課程修了者
　　　　　（見込含）は28歳未満
受付期間　5月6日㈮まで
試験期日（1次） 5月14日㈯、15日㈰（15日は飛行要員のみ）
入隊　平成29年3月下旬～4月上旬　※幹部候補生学校入校
・予備自衛官補
応募資格　一般：18歳以上34歳未満
　　　　　技能：18歳以上で保有する国家免許資格等に
　　　　　　　　応じ53～55歳未満
受付期間　4月8日㈮
試 験 日　4月15日㈮～19日㈫のいずれか1日
問　自衛隊山口県地方協力本部　岩国地域事務所
　　（☎23-1580）

四境の役 150 年祭
記念行事開催のお知らせ！

㉘
ア サ リ 入 漁 証

和木漁業協同組合

開 放 日　平成28年5月5日（木）　
開放場所　和木町側小瀬川河口

キリトリ

キリトリ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ【お願い】

・小瀬川河口はみんなの大切な漁場です。資源保護のために稚魚（概ね
３㎝以下）は持ち帰らないようにしましょう。
・多くの方がアサリを持ち帰ることができるよう、ガンゼキなど、一度
に多くの貝を採ることができる道具の持ち込みはご遠慮ください。
・ゴミはお持ち帰りください。
・漁協設置の保護枠及び網の中は掘ることは出来ませんのでよろしく
お願いいたします。

【注意】
・開放場所付近には駐車スペースがありません。道路は駐車禁止となっ
ていますので車での来場はおやめください。
・この入漁証は１世帯１枚です。アサリ入漁の際にはお持ちください。
また、紛失されても再発行はいたしません。

　
和
木
町
で
は
、
空
店
舗
や
空
き
家

の
活
用
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
を
目
的
と
し
て
、
起
業
を
支
援

し
ま
す
。

　
起
業
を
お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
交
付
対
象
】

・
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

（
風
営
法
に
規
定
す
る
業
種
は
除
く
）

・
補
助
金
申
請
者
が
直
接
事
業
や
営

業
に
携
わ
る
こ
と

・
和
木
町
商
工
会
に
加
入
す
る
こ
と

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど

問 

商
工
会（
☎
53
ー
2
0
6
6
）

 

　
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

空
店
舗
・
空
き
家
を
活
用

し
た
起
業
を
支
援
し
ま
す

開 放 日　５月５日（木）
開放場所　和木町側小瀬川河口
　入漁証をお持ちいただき、アサリ漁を
お楽しみください。
　なお、資源保護のため、稚貝は持ち帰らないでく
ださい。多くの方がアサリを持ち帰ることができる
よう、ガンゼキなど、一度に多くの貝を採ることが
できる道具の持ち込みはご遠慮ください。
　入場場所は JX正門横入口を利用するようお願いし
ます。
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

アサリの開放日

アサリが非常に少ないことが予測されていますが、
今年は開放日を設けることとなりました

/

/

ローズフェスタ2016 in 蜂ヶ峯

出 店 料　町内の方：２，０００円
　　　　　町外の方：３，０００円
出 店 日　５月２１日（土）９時～
募集店舗　４０店舗
問　商工会（☎５３-２０６６）

◆フリーマーケット出店者
募集◆

※飲食物の出店はできません
※ローズフェスタ2016 in 蜂ヶ峯
　の開催日は5月21日㈯と5月22
　日㈰の二日間です
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和

木

短

歌

会

和

木

俳

句

教

室

満
開
の
白
き
花
び
ら
か
ぐ
わ
し
き

今
年
の
梅
に
希
望
を
託

色
彩
の
う
た
げ
が
ゆ
き
し
山
肌
は

雪
を
か
さ
ね
て
春
を
夢
み
る

こ
の
ハ
ガ
キ
切
手
が
当
た
っ
て
い
る
か
ら
と

ひ
と
月
遅
れ
の
孫
か
ら
の
賀
状

春
は
ま
だ
遠
き
に
あ
れ
ど
デ
パ
ー
ト
に

う
ぐ
い
す
色
の
ブ
ラ
ウ
ス
選
ぶ

飛
び
な
が
ら
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
糞
落
と
す

バ
シ
ャ
ッ
と
落
と
す
鳥
と
い
う
も
の

目
白
二
羽
椿
の
花
芯
さ
ぐ
り
つ
つ

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
花
か
ら
花
に

森
本　

初
子

正
中
ツ
ヤ
子

向
田
登
美
子

灰
岡　

裕
美

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

お
ぼ
ろ
夜
や
肩
に
獣
の
気
配
し
て

残
る
鴨
水
辺
の
草
に
潜
り
け
り

深
空
へ
と
紅
白
流
る
枝
垂
梅

黄
昏
の
梅
の
古
木
の
香
の
や
さ
し

空
の
あ
お
春
の
宴
よ
浸
る
湯
よ

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

（
３
月
句
会
）

和
木
駐
在
所
だ
よ
り

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
り
さ
え
す
れ

ば
、
自
分
は
何
も
し
な
く
て
も
簡
単

に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
話
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
や
ド
ロ
ッ
プ

シ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
は
、
サ
イ
ト
を
作

り
さ
え
す
れ
ば
儲
か
る
よ
う
に
言
わ

れ
勧
誘
さ
れ
ま
す
が
、
収
入
を
得
ら

れ
る
の
は
、
サ
イ
ト
を
見
た
人
が
リ

ン
ク
先
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た

場
合
や
、
商
品
を
購
入
し
た
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
。

　
多
く
の
方
が
訪
問
し
て
く
れ
る
サ

イ
ト
を
作
る
た
め
に
は
、
大
変
な
努

力
が
必
要
で
す
し
、
サ
イ
ト
を
見
た

人
が
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。「
簡
単
に
お
金
を
稼

げ
る
」
な
ど
と
い
う
勧
誘
に
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　
友
人
か
ら
、楽
し
て
儲
か
る
と
「
ア

フ
ィ
リ
エ
イ
ト
」
や
「
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ

ピ
ン
グ
」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

【
処
理
】

　「
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
」
と
は
、
ブ
ロ

グ
な
ど
に
載
せ
た
商
品
広
告
を
見
た

人
が
、
そ
の
広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し
商

品
を
購
入
し
た
場
合
に
報
酬
を
得
る

も
の
で
す
。「
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン

グ
」
と
は
、
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、商
品
を
販
売
す
る
も
の
で
す
。

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 129

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

「アフィリエイト」や
「ドロップシッピング」って何？

「アフィリエイト」や
「ドロップシッピング」って何？

新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
！！

　
4
月
か
ら
新
学
期
が
始
ま
り
、
新
一
年

生
が
通
学
し
ま
す
。
通
学
に
不
慣
れ
な
子

ど
も
達
も
い
ま
す
の
で
、
特
に
登
下
校
時

間
帯
の
車
両
の
運
転
に
は
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
町
内
で
は
下
校
時
間

帯
の
声
掛
け
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
人
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、
警

察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、

役
場
裏
の
枝
垂
れ
桜
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
夜
桜
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
　
18
時
30
分
〜
22
時

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、障
が
い
を
持
っ

た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な
自
立
を
促
し
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日
時　

4
月
13
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
�
だ
よ
り

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
�
だ
よ
り

　

３
月
14
日
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、

介
護
予
防
講
演
会
の
ふ
り
返
り
や
体
操
の

後
、
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。
毎
回
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
、
認
知
症
に
関

す
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
個
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♪
認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、
認
知
症
の
人
、
介
護
を
し
て
い

る
人
、
話
し
相
手
が
欲
し
い
人
等
・
・
・

一
緒
に
わ
き
あ
い
あ
い
と
、
お
茶
の
時

間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。♪

【
次
回
の
ご
案
内
】

日
時 

4
月
18
日
㈪　

13
時
30
分
〜
15
時

（
時
間
内　

出
入
り
自
由
）

場
所 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

参
加
費 

2
0
0
円（

飲
み
物
と
お
や
つ
代
）

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

手
づ
く
り
パ
ン

　

定
期
販
売
の
お
知
ら
せ
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グループで花いっぱいのまちづくりに
参加してみませんか？

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として先着２０名の
方に「ゴーヤ」の苗を配布します。
　また、昨年から引き続き「和木町緑のカーテンコンテスト」を実施します。暑い夏をやわらげる涼やかな
街並みをつくりましょう。
　多数の皆さまの応募をお待ちしております。
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）
苗の配布について
配布対象　和木町在住の方
配布人数　先着２０名
配 布 数　最大１０苗、苗の配布
は１世帯１人まで。
締め切り　４月２８日（木）
　希望される方は住民サービス課
まで電話でご連絡ください。

緑のカーテンコンテストについて
対象者　和木町在住でご自宅に緑のカーテンをつくられる方
応募方法
・カーテンに使用する植物の種類は問いません。　
・カーテンをつくっていただき、役場に備え付けの応募用紙及び育成
の状況が分かる写真を８月３１日（水）までに住民サービス課へ提出。
・書類審査で優秀と認められた方には賞状及び副賞（和木町共通商品
券）を贈呈します。

涼やかな街並みをつくろう！～ゴーヤの苗を無料配布／緑のカーテンコンテスト開催～

　２月２４日、和木町快適
環境まちづくり町民会議（槇
島昭男 代表）の主催により、
山口県岩国土木建築事務所、
岩国健康福祉センター、都市
建設課及び住民サービス課と
協同して、関々トンネル和木
側待避所の一斉清掃活動を実施しました。
　町民会議委員の皆さんは数年来にわたり、同待避所の清
掃活動を行ってきましたが、不法投棄が悪質化したため、
関係各機関に働きかけ、このたびの一斉清掃が実現しまし
た。
　回収した不法投棄ごみの量は１トン以上にのぼり、再発
防止対策として、不法投棄監視カメラと不法投棄警告看板
を設置しました。また、岩国健康福祉センターによる不法
投棄防止パトロールも実施されています。
　また、３月５日には和木町婦人会の皆さんが、関々バイ
パス沿線の清掃活動を実施され、ごみ袋２０袋以上の不法
投棄ごみを回収しました。
　町民会議・婦人会といった町民の皆さんのご活躍で、和
木町の玄関口でもある関々バイパスは見違えるように綺麗
になりました。皆さん、どうもありがとうございました。
　不法投棄は無責任極まりない、犯罪行為です。不法投棄
を発見した場合は２４時間体制の「山口県不法投棄ホット
ライン」（☎０１２０-５３８-７１８）までお知らせください。
携帯電話にも対応しています。

　

平
成
28
年
度
の
一
斉
注
射
を
４
月
19
日

㈫
に
実
施
し
ま
す
。
犬
の
登
録
（
生
涯
に

1
回
）
及
び
年
１
回
の
予
防
注
射
（
生
後

91
日
以
上
の
犬
）
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場

合
は
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
こ
の
機
会
に
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
飼
い
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ハ
ガ
キ
と
料
金
を
持
参
し
、
お
近
く

の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
前
日
ま

で
に
役
場
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
施
日 
4
月
19
日
㈫　

雨
天
決
行

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

狂
犬
病
予
防
一
斉
注
射
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
一
斉
注
射
に
つ
い
て

関々バイパスの不法投棄ごみを一斉清掃

　和木町快適環境まちづくり町民会議では「和木町花のまち
づくり活動推進事業」の参加者を募集します。事業の内容は
下記のとおりです。
　花が好きな方、花の育成に興味のある方、みなさんの力で
街並みに彩りを加えてみませんか？
対象者　花のまちづくりに自主的に参加し、自発的に行う営利
を目的としない活動で社会貢献性を持ち、継続的に行ってい
るまたは行う意志があると認める町民活動グループとします。
事業概要　
１花壇事業
※既設の花壇を利用したもの
２フラワーストリート事業
※道路沿い及び歩道沿いに設置した花壇を利用したもの
実施条件　
●概ね５㎡以上の花壇であり、地域の景観に沿うものである
こと。
●国・県・及び町の主要道路に面しており、沿道から眺望で
きる場所であること。（場所については要相談）
※上記の他にもいくつかの条件があります。
補助対象　花の苗及び肥料及び一部の消耗品購入にかかる経
費を補助します。
※「実施条件」及び「補助金額」等の詳細は下記までお問合
せください
問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　住民サービス課（☎５２-２１９４）
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男　3,199人
（＋14）

女　3,285人
（＋12）

平成28年3月1日現在
総人口　6,484人

世帯数　2,787世帯

和木町の面積　10.58km
（　）内は前月比

（＋26）

（＋15）

町
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」（
　
）
内
は
旧
職

●
企
画
総
務
課

　
松
島
　
久
子
　
係
長（

都
市
建
設
課 

係
長
）

　
正
木
淳
一
郎
　
係
長（

保
健
福
祉
課 

係
長
）

　
山
本
　
　
祐
　
主
事（

都
市
建
設
課 
主
事
）

●
税
務
課

　
吉
岡
　
　
司
　
課
長
（
同
課 

課
長
補
佐
）

　
山
田
さ
ゆ
り
　
係
長（

保
健
福
祉
課 

係
長
）

　
岡
田
　
　
理
　
主
事

（
教
育
委
員
会
事
務
局 

主
事
）

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
上
岡
須
磨
子
　
係
長
　

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

係
長
）

　
森
本
　
達
矢
　
主
事
　
（
税
務
課 

主
事
）

　
磯
金
　
智
子
　
主
事
補
　
（
新
規
採
用
）

●
保
育
所

　
岸
本
　
京
子
　
係
長（

幼
稚
園 

主
任
教
諭
）

●
保
健
福
祉
課

　
渡
邊
真
奈
美
　
課
長
補
佐
　（

同
課 

係
長
）

　
田
尾
　
　
恵
　
係
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

係
長
）

　
石
田
絵
利
子
　
主
事
補
　
　（
新
規
採
用
）

●
都
市
建
設
課

　
中
島
芽
生
子
　
係
長
　

（
議
会
事
務
局 

主
事
）

　
倉
八
　
大
介
　
係
長（

企
画
総
務
課 

係
長
）

　
宮
本
　
啓
治
　
主
事

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

主
事
）

　
渡
邊
　
陽
一
　
　
　（
岩
国
中
学
校
）

　
玉
本
　
幸
子
　
　
　（
川
下
中
学
校
）

　
金
平
　
幸
代
　
　
　（
由
宇
中
学
校
）

　
金
山
　
法
照
　
　
　（
大
内
中
学
校
）

　
山
村
　
裕
史
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

【
転
入
者
】（ 

）
内
は
前
任
校

●
和
木
小
学
校

　
福
坂
　
通
恭
　
校
長

　
　
　
　
　
　（
恩
田
小
学
校
　
校
長
）

　
河
津
美
奈
子
　
　
　（
川
下
小
学
校
）

　
岩
崎
穂
寿
美
　
　
　（
愛
宕
小
学
校
）

　
小
笠
原
一
彰
　
　
　
　（
東
小
学
校
）

　
横
山
　
健
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
角
本
め
ぐ
み
　
　
　（
城
南
小
学
校
）

　
津
川
　
亮
子
　
　（
阿
知
須
小
学
校
）

　
木
村
　
太
亮
　
　
　
　（
新
規
採
用
）

●
和
木
中
学
校

　
和
田
　
敏
明
　
校
長

　
　
　
　
　
　（
竜
王
中
学
校
　
教
頭
）

　
山
下
香
緒
織
　
　
　（
川
下
中
学
校
）

　
嶋
田
　
和
美
　
　
　
　（
灘
中
学
校
）

　
藤
山
　
保
子
　
　（
岩
国
西
中
学
校
）

　
山
元
　
光
一
　
　
　（
平
生
中
学
校
）

　
日
野
原
利
江
　
　
　（
島
田
中
学
校
）

教
育
委
員
会
事
務
局

【
転
出
者
】（ 

）
内
は
転
出
先

　
村
中
　
政
文
　
　
　（
黒
石
小
学
校
）

　
横
山
　
健
一
　
　
　（
和
木
小
学
校
）

【
転
入
者
】（ 

）
内
は
前
任
校

　
山
村
　
裕
史
　
　
　（
和
木
中
学
校
）

　
光
貞
　
賢
志
　
　
　（
川
下
中
学
校
）

退
職

●
和
木
小
学
校

　
周
田
多
恵
子

　
佐
々
木
富
子

●
和
木
中
学
校

　
讃
内
　
洋
子

職
員
の
異
動

４
月
１
日
付

●
議
会
事
務
局

　
山
本
　
悦
史
　
係
長（

企
画
総
務
課 

係
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

　
弘
中
　
慎
司
　
主
事（

企
画
総
務
課 

主
事
）

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
吉
兼
　
崇
博
　
主
事（

都
市
建
設
課 

主
事
）

●
幼
稚
園

　
高
橋
由
美
子
　
園
長
　
課
長
級

　（
園
長 

課
長
補
佐
級
）

　
松
井
千
登
世
　
係
長
　
　（
保
育
所 

係
長
）

　
國
本
　
則
子
　
教
諭
　
　
　（
新
規
採
用
）

退
職

　
平
岡
　
英
二
　
　
　
　
（
税
務
課 

課
長
）

　
所
　
　
　
宏
（
都
市
建
設
課 

課
長
補
佐
）

　
清
原
　
　
真（

保
健
福
祉
課 
社
会
福
祉
士
）

　
兼
重
　
絵
里
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

主
事
）

再
任
用

　
藤
岡
　
　
隆

　
所
　
　
　
宏

教
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」

【
転
出
者
】（ 

）
内
は
転
出
先

●
和
木
小
学
校

　
濵
本
　
満
登
　
校
長

（
東
田
布
施
小
学
校
　
校
長
）

　
中
元
　
啓
二
　
　
　
　
　（
岩
国
小
学
校
）

　
松
尾
　
佳
子
　
　
　
　
　（
岩
国
小
学
校
）

●
和
木
中
学
校

　
弓
立
　
洋
二
　
校
長（厚

陽
中
学
校
　
校
長
）
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